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１ アクションプラン作成の趣旨 

・ 鳥取県立図書館では、県民の情報拠点、生涯学習拠点、知的ネットワークの核とし

て県民の役に立つ図書館づくりを目指すため、平成１８年３月「鳥取県立図書館の

目指す図書館像」（以下「図書館像」という）を策定しました。

・ その「図書館像」に掲げた６つの柱を確実に実現していくためには、具体的な施策

を盛り込んだアクションプラン（行動計画）を作成することが必要と考え、現状を

分析し課題を明らかにしながら、今後取組むべき施策を検討することとしました。

・ このアクションプラン作成にあたっては、県民の声に耳を傾けるとともに、「鳥取県

の未来の姿」を念頭に置きながら作業を進めることとします。

なお、図書館像の６つの柱は独立したものではなく、相互に重なり合って成り立つも

のであり、それぞれの柱に掲げる施策は重複しているものもあります。従って、同様の

取組内容が複数の柱の中にでてきますことをご了承ください。

 ２ アクションプランの実施期間 

    今後、概ね５年間

  

近年、経済の低成長化や少子高齢化、また国と地方を通じて著しい財政難など数多くの社会

問題がある一方で、急速なインターネットの普及による高度情報社会の到来と大規模な市町村

合併、そして種々の制度改正など、これからの住民には一層自己判断・自己責任が求められ、

その意思決定のための「知識」「情報」を入手する必要性が益々高くなってきています。 

 

 ○ 「知の地域づくり」 

   鳥取県は、県民一人ひとりの才能を伸ばし、科学技術・文化芸術を大切にし、それを

担う人材を育成し、その持てる力が存分に発揮できる「知の地域づくり」を進め、たく

ましい地域として自立していく「知的立県」を目指しています。 

 

 ○ 図書館は地域の知的情報拠点 

    「知」の宝庫であり、地域の知的情報拠点としての図書館には、より豊かで質の高い

サービスを提供することが期待されています。 
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≪参考資料≫

「鳥取県立図書館の目指す図書館像」 

 

１ 策定のねらい 

   県立図書館は平成２年の新館開館以来１６年目を迎え、この間、ＩＴ社会の到来や市町

村合併さらには地方分権が進む中で、地方自治体は自ら考え行動する時代となり、図書館

を巡る環境も著しく変化している。

   このような急激な社会の変化に的確に対応し、県民の情報拠点、生涯学習拠点、知的ネ

ットワークの「核」として県民に役に立つ図書館づくりを目指すため、各方面の意見を取

り入れ、様々な情報を提供・発信する「鳥取県立図書館の目指す図書館像」を平成１７年

度に策定した。

２  図書館像の骨子 

項  目 概    要

１ 目指すもの 「知」の宝庫であり、地域の学習拠点としての図書館には、より

豊かで質の高いサービスを提供することが期待されている。鳥取

県立図書館は、全県的な「知」のネットワークを支える中心機関

として、６つの柱を設定し、様々な施策に取組む。

２ 策定の目的 今後の図書館運営の方向付けを行うため、各方面の意見を取り入

れ、様々な情報を提供・発信する「鳥取県立図書館の目指す図書

館像」を策定する。

３ 策定の背景 ○図書館を取り巻く社会情勢

○図書館を巡る法律の整備と国の動向

４ 現状 ○県立図書館・県内市町村立図書館・高等学校図書館・大学等高

等教育機関の図書館の現状

○鳥取県におけるこれまでの市町村図書館振興策

５ ６つの柱と今後取

組むべき施策

１ 人づくりを支える図書館

２ 鳥取県の情報拠点としての図書館

３ 仕事とくらしに役立つ図書館

４ 鳥取県の地域文化を大切にする図書館

５ 図書館のための図書館

６ 県民サービスを創造する図書館
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平成１８年度第３回県政参画電子アンケート 

「図書館に関するアンケート調査」 

＜調査の概要＞ 

１ テーマ： 「図書館に関するアンケート調査」 

２ 期 間： 平成１８年８月１０日（木）～８月３１日（木） 

３ 対 象： 県政参画電子アンケート会員  １７９名 

（１８歳以上の県内に在住又は通勤･通学し、インターネットが利用可能な者） 

４ 回 答： ９４人 （回答率 ５２．５％） 

 

＜今回の調査目的＞ 
 県立図書館では、県民の皆様の情報拠点、生涯学習拠点、知的ネットワークの核として県民

の皆様のお役に立つ図書館づくりを目指し、平成１７年度「鳥取県立図書館の目指す図書館像」

を策定した。 

 このたびのアンケートは、その「図書館像」を確実に実現するため、具体的な施策を盛り込

んだ行動計画（アクションプログラム）を作成するにあたり、県民の皆様の図書館に関する利

用状況やお考え等を調査するもの。 

 

＜調査結果概要＞ 

（１） 回答者の８割近くが男性で、年代別では５０代が約３割と最も多い。 

       

男女別年齢層の分布
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（２） 職業別では勤労者が約４割強で最も多く、無職が約２割強と続いている。 
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（３） 一般的な図書館サービスとして、「図書・雑誌の貸出」は９割の人が知っており、「貸

出予約」「リクエストによる図書購入」「館内の図書等の複写」についても半数以上の

人が知っている。「専門機関の紹介（レフェラルサービス）」を知っている人は１割に

も満たない。 

37

6

14

46

60

58

66

90

0 20 40 60 80 100

インターネット

専門機関紹介

資料相談

他館との相互協力

複写

リクエスト

貸出予約

貸出

選択肢

人数

 
 

（４） 約２割の人が県内の図書館を利用したことがない。 

ある

75%

ない

21%

無回答

4%

 
 

（５） よく利用する図書館として４割の人が県立図書館をあげており、約６割の人が地域の

図書館と回答している。 

県立図書館
40%

地域の図書館
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図書館
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（６） 図書館までの移動手段は「自家用車」が最も多く、所要時間は大半が「２０分以内」

である。 
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（７） 図書館の利用目的の主なものは、３割近くが「一般的な調べもの」で、５割近くが「趣

味・娯楽」。 

5

2

44

7

8

25

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

その他

特になし

趣味・娯楽

学習

仕事に関する調べもの

一般的な調べもの

選択肢

人数

 
 

（８） 図書館の満足度は、「とても満足」と「満足」で約４割で、「普通」を加えると約７割

となる。 
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（９） 図書館を利用しない主な理由は、「必要な図書等は自分で購入する」が最も多い。 
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（10）県立図書館に直接来館出来ない方へのサービス（市町村図書館を通じての貸出、予約や

リクエスト）について、回答のあった４５人のうち約半数は「知らない」と答えた。 
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（11）県立図書館が今後充実すべきサービスは、「インターネット等の電子媒体による情報提

供」が約６割、「蔵書の充実」が５割近くあった。 
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（12）新たなサービスの創造に必要なこととしては、「課題解決に役立つ情報の収集と提供」

「情報提供機関との連携」「市町村立図書館の支援」がそれぞれ約５割であった。 
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（13）図書館に今後期待することについては、県立図書館に対する「蔵書の充実」や「駐車場

の整備」などの意見が寄せられたほか、県立図書館と市町村立図書館の棲み分けやすべ

ての県民に対して平等なサービス提供を求める意見があった。 

  【意見の一部】 

○図書館の利用のしかたをもっと PRしてほしい 

○調べ物をするための資料は図書館で探したいと思うので 幅広くそろえてほしい,
○予算に限りがあるのでなかなか、書籍が増えないと思うが、専門書の書籍が増える

ことを期待する 

○開館時間を社会人の帰宅できる時間に合わせてもっと遅くまで開けてほしい   

夕方 7時でも早いと思う  

○いつ行っても駐車場が満車なので、駐車場スペースを増やして欲しい 

○県立・市町村立・学校等どの図書館も蔵書やサービスが重複している必要は無い

それぞれが特徴ある蔵書体系を調整してすみわけを図るべき

○鳥取市民は県立図書館を利用できるが、米子市民は到底利用できない

地域図書館との連携を強化してほしい

○蔵書の一部を定期的に地域図書館と交換して、豊富な蔵書を遠隔地でも見る機会を

作る

                     など多数のご意見をいただきました。
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鳥取県立図書館利用に関するアンケート調査結果 
≪ 平成１８年９月実施 ≫ 

 

◆調査概要◆ 

 （１） 調査目的 

      県立図書館では、県民の情報拠点、生涯学習拠点、知的ネットワークの核として

県民の役に立つ図書館づくりを目指し、平成１７年度「鳥取県立図書館の目指す図

書館像」を策定した。 

 このたびのアンケートは、その「図書館像」を確実に実現するため、具体的な施

策を盛り込んだ行動計画（アクションプラン）を作成するにあたり、当館ご利用の

皆様の図書館に関する利用状況やお考えを調査したもの。 

（２） 実施期間：平成１８年９月１日(金)～１０日(日) 

（３） 調査対象：鳥取県立図書館入館者 

（４） 調査方法：１階の一般カウンター・児童カウンター及び閲覧室、２階の郷土カウン

ター、   

県庁内図書室に調査用紙を置き、回答を依頼 

ホームページ、メールマガジンに掲載し、回答を依頼 

（５） 回収状況 調査票回収数  １４９人 

  ① 県立図書館   １１２人（７５％） 

           ② 県庁内図書室   ３４人（２３％） 

           ③ メール       ３人（ ２％）  

  

◆調査結果概要◆ 

 （１）回答者の６割近くが女性で、年代別では３０代が約２割と最も多く、４０代、５０代

と続いている。（３０～５０代で半数以上） 
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 （２）職業別では勤労者が半数を占めており、家事従事が１５％と続いている。 
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 （３）居住地、勤務地ともに鳥取市が大半である。 

 （４）来館頻度は、「ほぼ毎日」と「週に数回」で約３割あり、月１回以上なら８割を超え

ている。 
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（６） 定期休館日（第２木曜日と月末日）については９割以上、開館時間（９時～１９時

（１１～４月は１８時３０分））については８割以上の人が「満足」又は「普通」

と答えている。 

   ＊休館日 
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 （６）半数以上の人が、「当館以外にもよく利用する図書館がある」と答えている。 
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 （７）当館のサービス等について、「貸出」は８割以上、「予約」は５割以上の人が知ってい

たり利用しているが、「レフェラルサービス（専門機関の紹介）」や「障害者サービス」

「ビジネス支援」については知っている人が１割程度にとどまっている。 
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 （８）利用目的の主なものは、「趣味・娯楽」が５割を超え、一般的又は仕事の「調べもの」

が約３割となっている。 
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 （９）当館利用の満足度は、「とても満足」と「満足」で約７割あり、「普通」もあわせると

９割以上となる。 
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 （10）当館の主催講座や展示等については、６割が「満足」又は「普通」と答え、情報の入

手方法の主なものは入口に配置したチラシやポスターである。 
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 （11）新たなサービスの創造に必要なこととしては、「課題解決に役立つ情報の収集と提供」

が約８割、「調査及び実践研究」が約４割となっている。 
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 （12）当館に今後期待することに対しては、「蔵書の充実」「駐車場の整備」等の要望のほか、

現状が維持できることを期待する声などが寄せられた。 

【意見の一部】 

○県民にとってよりよい本を選んで購入してほしい 

○県民文化会館で催しがあると駐車場が満車になり利用できないので、図書館利用者

の駐車場を確保していただきたい 

○地域の知の拠点として、住民の拠り所になるような存在になってほしい 

○今のままでサービス低下のないことを希望 

○利用時間の延長（有料でも良い） 

できれば平日２０時まで、土日も１９時まで 

                         など多数のご意見をいただきました。
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「  ～10年後の暮らしや地域の姿を考えるために～」

   （平成１９年２月 鳥取県企画部作成）      ― 関係部分抜粋 ―
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この冊子の内容は、鳥取県立図書館ホームページでもご覧

いただけます。

        http://www.library.pref.tottori.jp/ 

 

   問合せ先 鳥取県立図書館 

         〒680-0017 

         鳥取市尚徳町 101 番地 

         電話  ０８５７－２６－８１５５ 

         ﾌｧｸｼﾐﾘ ０８５７－２２－２９９６ 

         E メール tosyokan@pref.tottori.jp 


